
　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
ソ
フ
ィ
ス
ト
霊
莫
の
暗
代

問
に
て
買
取
可
申
事
」
【
、
居
系
は
糸
屋
町
二
番
禽
所
へ
責

渡
至
仁
事
L
ε
い
ふ
の
が
あ
り
、
又
取
引
方
定
の
中
に
も

押
金
金
糸
屋
仲
ク
間
軍
気
通
ご
あ
っ
て
、
縣
醐
係
の
條
項
の

多
い
の
を
見
て
も
、
輩
に
織
物
製
品
の
仲
買
方
の
み
に
關

す
る
も
の
で
な
い
こ
ご
は
】
見
明
白
で
あ
る
。
こ
の
瓢
は

注
意
せ
ら
れ
な
か
っ
た
が
爲
に
Y
す
べ
て
の
斜
懸
が
籐
に

想
像
に
過
ぎ
て
其
慮
に
無
理
が
あ
る
や
う
に
思
ふ
。
爾
ほ

（
ホ
）
の
端
銀
五
分
仕
掛
の
解
繹
も
吾
入
は
首
肯
す
る
こ
ご

　
　
　
　
　
　
第
劉
號
　
　
　
　
四
山
ハ
　
　
（
五
六
四
）

が
霞
豪
ぬ
が
。
既
等
を
詳
し
く
輝
明
す
る
日
に
は
繭
糸
仲

買
仲
閥
並
に
概
計
種
買
血
聞
の
取
引
の
浩
革
に
も
遡
っ
て

論
及
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
從
っ
て
長
閑
に
留
る
虞
も
あ
る
か

ら
以
下
は
姑
く
省
賂
に
從
っ
て
、
更
に
他
羅
を
期
す
る
こ

ご
、
す
る
。
只
呉
々
も
吾
人
は
『
西
陣
研
究
』
の
著
者
ご
は

解
繹
の
出
記
号
か
ら
大
に
相
逸
す
る
所
が
あ
る
こ
ご
を
一

言
し
て
蕪
慮
に
筆
を
戦
く
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
「

ソ
　
フ
ィ
　
ス

レ

ご
其
の
時
代
（
下
）

文
學
士
　
原

随

園

　
　
五
　
自
然
欺
態
ご
正
蓑
・
…
歴
史
哲
學

　
　
　
　
的
立
場
よ
り

ヘ
ロ
ド
ト
ス
を
始
め
、
事
象
少
し
降
っ
て
四
世
紀
の
地

誌
家
は
未
開
民
族
に
就
い
て
極
め
て
興
昧
あ
る
記
述
を
試

み
て
居
る
◎
そ
し
て
是
等
未
開
民
族
を
胤
會
的
李
等
や
、

経
濟
的
正
義
の
實
行
さ
れ
た
る
も
の
こ
し
て
賞
揚
し
て
居



る
。
（
，
〉
磁
化
に
浴
せ
ざ
る
自
然
人
へ
の
禮
讃
で
あ
る
。

　
一
方
に
撃
て
ヘ
シ
ォ
ド
ス
は
、
ク
ロ
ノ
ス
の
時
代
を
以

て
理
想
的
な
駿
態
こ
な
し
、
悲
哀
も
な
く
渡
世
の
苦
し
み

も
な
い
。
豊
饒
で
あ
っ
て
充
足
し
、
家
畜
も
多
い
、
李
和

安
寧
で
あ
っ
て
紳
に
説
編
さ
れ
た
時
代
だ
ご
想
像
し
た
。

そ
れ
が
末
世
に
及
ぶ
に
從
っ
て
堕
落
腐
敗
す
る
ε
考
へ

た
。
（
、
）
此
の
欧
洲
丈
學
最
初
の
理
想
論
物
語
は
後
澄
ま

で
理
想
國
回
想
の
泉
こ
な
り
、
ク
ロ
ニ
ア
ε
い
ふ
祭
を
行

っ
て
そ
の
日
は
奴
隷
に
も
李
等
を
與
へ
た
ε
傳
へ
ら
れ

る
。
（
3
）

　
ヌ
ク
ラ
ヂ
ノ
ス
や
ク
ラ
テ
ス
を
始
め
、
喜
劇
の
作
者
は

屡
々
無
爲
に
し
て
化
す
る
如
き
、
物
質
的
に
も
充
分
な
る

ご
同
時
に
、
精
帥
．
的
に
も
安
里
な
る
樂
園
を
唱
っ
た
の
で

あ
る
。
（
4
）

　
か
く
の
如
く
、
視
察
の
農
園
や
人
皆
を
加
え
ざ
る
自
然

の
樂
園
に
柔
々
が
久
し
く
憧
れ
て
居
た
か
ら
、
点
き
に
の

べ
た
如
き
歴
史
家
や
地
誌
家
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
、
未
開

～
　
　
第
十
二
巻
　
研
究
　
ソ
フ
イ
ス
塾
電
其
の
時
代
（
下
）

民
族
の
理
想
化
さ
れ
た
る
記
述
は
之
ご
相
結
合
し
て
文
化

の
染
み
な
い
、
整
然
駿
態
こ
そ
、
よ
り
乱
費
な
、
よ
り
雫

和
な
、
世
界
で
あ
っ
て
、
而
も
そ
の
理
想
の
實
現
は
、
理

想
的
な
未
開
人
の
實
在
か
ら
推
し
て
、
必
ず
し
も
不
可
能

な
ら
す
ご
考
ふ
る
に
到
っ
た
。
而
し
て
そ
の
方
法
は
、
あ

ら
ゆ
る
人
爲
を
断
ち
、
自
然
の
歌
態
に
斎
館
す
る
に
あ
b

と
す
る
。
斯
に
、
自
然
へ
の
復
露
、
人
命
の
離
脱
が
叫
ば

れ
て
來
た
。

　
更
に
一
方
に
敢
て
歴
史
事
件
の
進
行
に
就
い
て
各
種
の

槻
念
が
存
在
す
る
。
そ
の
中
に
は

　
一
，
入
墨
の
歴
史
は
盆
々
向
上
す
る
ご
な
す
者
ご

　
2
、
五
畜
に
歴
史
は
彌
々
堕
落
し
行
く
ご
見
倣
す
者

ご
が
あ
る
。
此
の
二
つ
の
思
想
は
、
他
の
、
輪
廻
の
思
想

や
、
歴
史
流
動
の
思
想
な
ざ
ご
は
異
な
っ
て
、
特
に
歴
史

の
出
登
黙
を
考
慮
す
る
必
要
が
俘
っ
て
叢
る
。
邸
ち
現
歌

が
向
上
の
相
に
あ
る
か
、
堕
落
の
姿
に
あ
る
か
ご
い
ふ
事

は
、
或
時
代
を
趨
瓢
こ
し
て
比
較
さ
る
＼
見
方
で
あ
る
が

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
四
七
　
　
　
（
五
六
玉
）



　
　
　
第
十
二
巻
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究
　
ソ
フ
イ
ス
ト
ミ
其
の
暗
代
（
下
）

故
で
あ
る
Q
殊
に
入
類
の
原
始
歌
態
が
、
最
も
普
癒
な
る
“

玉
垣
鮎
…
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
之
が
た
め
に
、
歴
史
哲
學
の
此
の
二
つ
の
立
場
は
、
爵

ら
、
蕩
然
状
態
へ
の
論
孚
に
鰯
れ
る
事
に
な
っ
た
。
一
部

の
入
々
が
憧
憬
せ
る
世
界
に
就
い
て
、
邸
ち
、
自
然
状
態

最
も
原
始
的
な
魁
會
形
態
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
如
何
な
る

も
の
で
あ
っ
た
か
ご
い
ふ
論
璽
に
導
か
れ
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
ぐ
異
っ
た
解
鐸
を
施
す
様
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。
入
爲
を
離
る
、
が
是
が
、
唖
然
釈
態
は
非
か
。
ご

つ
の
立
場
は
二
つ
の
嘉
納
れ
ぬ
回
答
を
齎
し
元
◎

　
此
の
自
然
歌
態
に
關
す
る
二
つ
の
立
場
は
、
從
っ
て
又

入
間
の
法
の
意
味
に
つ
い
て
、
惹
い
て
は
正
義
の
意
味
に

つ
い
て
、
異
っ
た
解
繹
を
ご
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

何
故
な
ら
、
宮
然
駿
態
か
ら
の
解
放
は
、
人
間
の
秩
序
の

登
生
で
あ
る
か
ら
。
帥
ち
入
問
の
法
の
登
生
を
意
昧
す
る

か
ら
で
あ
り
、
從
っ
て
叉
人
閥
の
法
の
定
む
る
徳
一
正
義

が
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
餓
叩
四
號
　
　
　
　
四
入
　
　
　
（
五
六
山
ハ
）

　
一
、
（
A
）
ヘ
シ
ォ
ド
ス
の
「
五
時
代
」
の
思
想
は
、
印
ち

第
二
の
歴
史
哲
心
的
立
場
に
立
脚
す
る
。
ク
ロ
ノ
ス
の
時

代
よ
り
漸
時
堕
落
し
來
り
第
五
の
餓
の
時
代
に
入
る
。
此

の
謄
代
に
は
「
手
に
よ
る
正
義
」
（
o
『
マ
。
窪
＆
）
帥
ち
強
者

の
纏
が
行
は
れ
（
5
）
董
恥
（
叉
は
自
離
心
）
（
鉱
α
α
ω
）
も
義
憤

（
乞
§
o
静
）
も
、
そ
の
美
し
き
姿
を
置
き
衣
に
包
ん
で
、
地

の
公
算
か
ら
人
間
を
見
捨
て
去
り
不
死
の
紳
の
所
に
赴

く
。
入
間
の
世
に
は
若
き
悲
し
み
の
み
が
淺
さ
れ
て
、
悪

を
防
ぐ
よ
す
が
も
な
炉
ε
言
鳳
れ
る
Q
（
6
）

　
之
に
よ
れ
ば
、
義
憤
ご
蕊
恥
こ
の
溝
失
に
よ
っ
て
、
窟

然
の
掟
は
紳
の
許
に
蹄
し
、
此
の
世
界
か
ら
は
秩
序
が
腰

滅
す
る
の
で
あ
る
。
強
者
の
樺
は
嵐
然
の
掟
の
屡
棄
さ
れ

だ
る
間
隙
か
ら
登
生
す
る
。
入
々
が
豪
男
安
寧
の
ク
ロ
ノ

ス
時
代
を
再
現
す
る
た
め
に
は
、
張
者
の
椹
、
郎
ち
人
の

私
を
捨
て
て
、
膚
然
の
掟
に
蹄
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ε

い
ふ
。

　
此
の
立
場
は
、
強
者
の
擢
利
は
、
虞
然
に
戻
る
が
故
に



不
法
不
正
な
り
こ
す
る
の
で
あ
っ
て
、
換
言
す
れ
ば
、
薗

然
を
秩
序
あ
る
も
の
ご
す
る
の
で
あ
る
〇

　
一
、
（
B
）
之
に
賛
し
て
、
カ
ソ
ク
レ
ス
は
、
自
然
朕
態

に
は
強
者
の
椹
利
が
行
は
れ
る
ご
説
い
た
。
謂
ふ
所
の
膚

離
歌
態
が
果
し
て
動
物
の
様
な
胤
離
な
思
置
な
り
ゃ
否
や

に
つ
い
て
は
知
乃
所
が
な
い
。
け
れ
ご
も
不
李
等
の
世
態

弱
肉
強
食
の
観
脈
（
P
o
）
は
想
定
さ
れ
て
居
る
。
而
し
て
此

の
不
予
等
の
世
態
を
悪
ご
罰
す
し
て
、
善
ご
肯
定
し
て
居

る
。
（
強
者
の
構
に
つ
い
て
は
ヘ
シ
ォ
ー
3
ス
ご
は
全
く
相
反

す
る
見
解
で
あ
る
）
o
張
者
の
樺
利
こ
そ
は
カ
フ
ク
レ
ス
に

よ
れ
ば
膚
然
の
掟
な
の
で
あ
る
。
之
に
從
ふ
の
が
正
し

い
Q
法
は
弱
者
が
強
者
を
制
す
る
た
め
に
設
け
た
も
の
で

あ
っ
て
、
自
然
の
掟
に
背
戻
す
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す

れ
ば
入
爲
の
法
に
從
は
澱
事
鍵
。
昌
∂
が
正
し
い
こ
い
ふ

の
で
あ
る
。

　
強
者
め
構
利
t
つ
い
て
は
爾
説
は
正
反
野
で
あ
る
が
、

る
れ
に
も
關
ら
で
自
然
の
歌
貝
に
合
法
性
を
認
む
る
黙
に

　
　
　
、
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
ソ
ッ
イ
ス
｝
亡
其
の
聴
代
（
下
）

於
て
一
致
す
る
。
膚
然
の
欣
態
に
は
世
界
秩
序
、
自
然
の

掟
が
存
在
す
る
讐
、
で
あ
る
。
自
然
を
是
こ
し
人
爲
を
非
こ

す
る
立
場
に
立
つ
に
於
て
は
共
に
等
し
い
。

　
二
、
歴
史
進
行
を
向
上
登
展
に
在
り
こ
す
る
も
の
は
、

必
然
的
に
自
然
の
欣
態
を
極
め
て
野
璽
未
開
の
厭
態
こ
な

し
、
或
は
之
を
動
物
の
状
態
に
比
す
る
者
も
あ
る
。
兎
も

あ
れ
、
プ
至
正
ゴ
ラ
ス
の
説
と
考
へ
ら
れ
る
プ
塁
壁
ラ
ウ

ス
紳
話
の
如
き
は
此
の
型
に
聾
す
る
。
プ
ラ
ト
ン
も
洪
水

以
後
の
人
類
登
達
を
説
き
、
ア
ソ
ス
ト
プ
レ
ス
は
宙
然
歌

態
に
お
け
る
人
類
は
現
在
の
馬
鹿
者
以
上
の
程
度
で
は
な

か
っ
た
ら
う
こ
い
っ
て
居
る
。
（
7
）

　
是
等
の
思
想
に
於
て
は
、
現
代
は
少
く
ご
も
鑑
離
の
良

然
歌
津
よ
り
の
解
放
で
あ
り
登
展
で
あ
る
ご
観
す
る
。
そ

の
解
放
は
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
の
如
く
帥
慮
に
田
づ
ε
す
る
も

の
あ
り
、
ブ
ラ
ト
ソ
の
如
く
自
己
膚
存
の
要
求
に
よ
る
こ

な
す
あ
り
、
或
は
個
人
、
賢
者
の
カ
に
催
す
る
渚
も
あ
る
。

い
つ
れ
に
も
せ
よ
、
慮
然
歌
態
よ
り
の
解
放
は
秩
序
の
成

　
　
　
　
　
　
戴
剛
四
八
就
　
　
　
　
一
瞬
九
　
　
　
（
五
山
丁
銀
）
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十
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巷
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フ
イ
ス
｝
定
典
の
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代
（
下
）

立
を
豫
想
す
る
。
秩
序
の
成
立
が
自
然
よ
り
の
解
脱
で
あ

る
か
ら
、
法
の
違
犯
は
自
然
へ
の
滋
轄
で
あ
る
。

　
彼
等
は
毅
然
状
態
の
反
合
理
的
な
る
事
を
豫
想
す
る
。

　
之
を
要
す
る
に
、
歴
更
の
進
行
を
半
煮
の
相
に
於
て
面

す
る
者
は
、
膚
然
朕
態
の
合
法
性
を
認
め
る
◎
從
っ
て
自

然
の
法
に
從
ふ
事
、
時
に
は
、
人
爲
の
法
を
破
る
を
以
て

正
義
な
り
ビ
す
る
。
自
然
に
去
る
を
以
て
理
想
ご
す
る
。

　
歴
史
の
進
行
を
向
上
の
相
に
於
て
概
す
る
者
は
、
自
然

歌
態
の
合
法
性
を
否
定
し
、
入
爲
法
に
從
ふ
を
以
て
正
義

き
な
す
者
で
あ
る
。

　
此
の
饗
立
す
る
二
つ
の
解
騨
は
、
近
世
初
期
に
お
け
る

ホ
ッ
ブ
ス
（
圃
」
。
＜
讐
ゴ
琶
ご
ロ
ン
ク
（
9
二
滞
。
闘
琶
α
q
。
く
。
二
一
－

鑓
①
【
さ
）
ご
の
封
照
を
類
推
せ
し
む
る
も
の
が
あ
る
。
等
し

く
自
然
歌
態
よ
り
立
論
す
る
の
で
あ
る
が
、
異
な
っ
た
歴

受
業
學
は
、
法
に
つ
い
て
相
反
す
る
結
論
を
産
み
出
し
た

の
で
あ
っ
た
。
而
し
て
、
ロ
ッ
ク
の
契
約
説
ご
ソ
フ
ィ
ス

ト
の
政
治
學
説
ご
の
偶
然
な
る
共
蓮
は
、
此
の
歴
更
哲
學

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
五
〇
　
　
　
（
五
山
ハ
入
）

的
立
場
の
一
致
に
よ
っ
て
明
瞭
に
理
解
さ
れ
、
そ
の
差
違

黙
こ
そ
時
代
の
差
異
に
も
摂
せ
し
め
る
事
が
出
來
よ
う
。

　
更
に
近
世
の
啓
蒙
家
が
、
歴
更
ざ
腰
掛
こ
の
偏
執
を
離

れ
、
事
物
を
本
然
の
姿
に
於
て
理
解
せ
ん
が
た
め
に
、
殊

更
に
膚
然
朕
態
へ
の
反
省
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
ご
す
る

な
ら
ば
、
古
代
の
啓
蒙
家
に
つ
い
て
も
同
苗
の
事
が
認
め

ら
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
霞
分
は
憂
き
に
、
二
つ
の
特

殊
な
る
歴
史
槻
は
、
出
登
瓢
を
考
察
す
る
め
必
然
よ
り
、

欲
望
歌
語
の
論
叢
に
も
入
る
べ
き
筈
で
あ
る
が
偶
々
考
へ

ら
れ
た
宮
然
歌
態
へ
の
憧
憬
と
結
合
し
元
ご
解
羅
し
た
。

然
し
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
が
特
に
三
雲
状
態
の
榊
話
よ
り
正
義

の
説
明
を
企
て
た
事
は
實
は
傳
統
的
先
入
三
惑
を
離
れ
て

本
然
の
姿
に
於
て
之
を
み
ん
ご
の
深
き
慮
で
あ
っ
た
こ
解

繹
さ
れ
る
。
吾
々
は
ソ
フ
ィ
ス
ト
の
思
索
態
度
の
理
解
の

爲
に
は
、
冗
漫
な
り
し
警
士
歌
態
よ
り
の
考
察
も
、
不
必

要
で
な
か
っ
た
事
を
思
ふ
者
で
あ
る
。

　
更
に
此
の
態
度
は
四
世
紀
以
後
の
理
想
國
家
論
に
甚
だ



偉
大
な
る
影
響
を
與
へ
た
こ
思
は
れ
る
。
離
ち
一
方
に
於

で
彼
等
が
自
然
歌
態
よ
り
立
論
し
た
態
度
は
、
ス
パ
ル
タ

或
は
ク
レ
テ
、
或
は
ア
ブ
ナ
イ
に
起
て
、
そ
れ
く
の
癒

始
的
過
去
に
理
想
を
託
し
て
記
述
し
た
る
も
の
を
輩
出
せ

し
め
た
。
又
他
方
に
於
て
は
彼
等
の
思
索
態
度
の
根
本
精

帥
に
則
り
歴
史
を
離
れ
、
憂
然
理
智
的
に
理
想
國
を
創
作

す
る
も
の
を
出
し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
國
法
に
幸
す
る
論
禦
の
凡
て
が
、
た
こ
ひ
か
、
る

歴
吏
暫
學
的
立
脚
地
よ
り
出
乱
し
な
い
ご
し
て
も
、
宮
然

法
の
肯
定
ご
、
人
爲
法
の
肯
定
ε
の
爾
派
は
結
局
此
の
視

黙
に
土
ム
で
識
雌
｝
兀
さ
れ
－
得
る
。
か
く
獅
…
‘
じ
家
れ
一
ば
、
プ
ラ
ト

ン
が
正
邪
の
区
別
を
無
芯
せ
ん
ビ
す
る
ざ
言
へ
る
ソ
フ
ィ

ス
ト
評
は
不
當
で
あ
る
事
が
明
か
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば

人
各
々
の
留
二
郎
よ
り
鵠
聴
せ
る
所
の
幾
多
の
正
義
観
の

唯
、
　
一
面
に
の
み
立
つ
所
の
批
評
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る

か
ら
。

　
殊
に
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
の
如
き
証
會
伽
脚
、
騨
に
よ
っ
て
禽

　
　
　
第
＋
二
巻
　
研
究
　
ツ
ブ
イ
ス
よ
・
其
の
時
代
（
下
）

然
早
態
よ
り
脱
却
し
た
ε
な
す
者
に
於
て
は
、
個
人
の
卒

等
は
認
む
る
ご
は
い
へ
．
政
治
魁
會
は
膚
県
歌
態
よ
り
の

離
脱
ご
な
す
が
故
に
、
直
接
に
は
決
し
て
商
法
否
定
に
は

立
ち
劉
ら
な
い
筈
で
あ
る
。
恐
ら
く
、

　
氏
家
は
叉
人
々
に
は
法
律
を
學
ぶ
事
を
張
難
し
，
各
人
の
想
像

　
の
ま
に
く
委
ぬ
る
事
な
く
、
彼
等
の
定
め
た
る
模
範
に
二
つ

　
て
生
活
す
る
事
を
強
制
す
る
。
（
8
）

ご
い
「
ふ
思
想
も
持
ち
得
た
で
あ
ら
う
。
プ
コ
タ
ゴ
ラ
ス
は

他
の
ソ
フ
ィ
ス
ト
よ
り
も
寧
ろ
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ラ
ト
ン

の
傾
向
に
於
い
て
分
類
さ
る
べ
く
考
へ
ら
れ
る
。

　
然
し
乍
ら
カ
フ
ク
レ
ス
な
ご
の
如
く
、
ソ
フ
ィ
ス
ト
は

大
隠
に
於
て
、
プ
管
タ
ゴ
ラ
ス
ご
は
反
樹
に
、
入
訳
法
否

定
の
槻
瓢
に
立
ち
、
自
然
を
承
認
し
よ
う
ε
す
る
事
は
前

笛
に
の
べ
た
。
然
ら
ば
法
ε
は
如
何
に
考
へ
ら
れ
た
か
Q

之
が
次
の
問
題
で
あ
る
。

　
　
　
一
．
　
憎
α
匡
語
§
膨
Ω
0
8
び
凶
。
匿
。
幽
臼
ω
o
鳳
9
H
魯
周
量
σ
q
o
吋
ξ
自
霧
乙
Q
o
覧
－

　
　
　
　
巳
冨
受
出
職
ロ
鳥
。
び
p
畏
一
口
窪
イ
く
。
鍔
H
・
¢
O
困
一
品
。
一
己
ρ
ご
興

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
五
一
　
　
（
玉
山
ハ
九
）



　
　
　
第
＋
二
巻
　
研
・
究
　
ソ
フ
イ
ス
玉
建
其
の
噂
代
（
下
）

　
　
　
　
噸
6
巳
臨
。
。
o
】
お
”
9
⇒
p
コ
ρ
環
・
　
O
Q
貫
筈
P
＜
踏
ω
り
ρ
｝
）
．
9
3
っ
博
．

　
　
　
　
寓
賃
。
伽
。
峰
・
H
〈
●
同
。
轟
．
　
　
b
の
ぞ
　
類
。
自
・
5
創
。
。
。
堕
翻
護
p
ざ
ひ
i
旨
。
．

　
　
　
　
⑬
・
　
》
け
）
、
禽
り
囚
｛
o
ヨ
の
こ
c
o
一
三
津
。
同
一
　
畷
・
　
山
霧
㎞
o
（
騨
趨
お
9
【
【
・
（
圃
・

　
　
　
　
Ω
o
象
巳
導
く
。
斜
U
と
e
鋳
。
一
さ
婦
朝
霧
〇
三
8
窪
。
昌
も
Q
．
ω
O
曾
一
H
）
α
7

　
　
　
　
ぎ
蜀
2
回
u
尊
Q
o
》
紬
男
養
σ
Q
o
．
H
・
ω
o
轟
．
諺
鱒
9
2
■
　
鳶
．
　
同
ご
。
ω
『
9
亭

　
　
　
　
P
諺
ユ
恥
O
げ
O
園
一
㊤
⇒
Φ
ロ
け
　
一
一
同
H
（
9
蕗
ヨ
…
回
騨
昌
属
茄
【
一
．
O
Q
O
N
…
”
臨
匂
陰
ヨ
齪
ω
鳥
O
目

　
　
　
　
σ
q
論
o
o
｝
δ
コ
（
目
蜂
．
N
鰍
｛
湾
訂
…
『
浄
ぎ
り
醤
噂
）
、
●
U
げ
ト
一
冒
㌶
閂
帽
。
島
霧

　
　
　
　
り
Q
o
誠
鉱
騨
毎
ゴ
頓
貯
ぱ
【
胃
。
℃
㌘
（
嵩
．
N
o
一
二
。
ご
澤
．
博
O
i
O
Q
o
＞
　
　
騨

　
　
　
　
H
）
α
】
」
ヨ
2
6
u
o
Q
o
臥
9
男
婦
簿
⑳
①
り
ω
・
ω
囲
ω
●
蜜
畠
。
詳
Ω
霧
・
臼
・
a
ρ

　
　
　
H
く
噂
心
甑
Q
っ
N
り
吻
α
M
9
3
・
　
騨
　
嵩
①
甑
o
P
目
同
鵯
・
岡
O
o
O
　
　
⑪
・
　
、

　
　
　
　
、
　
H
O
博
－
悼
o
H
一
選
蟹
μ
p
乙
α
い
　
偽
　
一
器
彰
霧
置
営
聞
く
耳
麟
【
μ

　
　
　
　
℃
門
。
貯
㈹
o
目
蕊
㊦
ρ
岡
（
6
・
噂
酌
象
一
急
的
餅
遡
酬
く
π
↑
昼
澤
晒
が
客
砲

　
　
　
　
鳶
コ
略
λ
卵
翻
四
三
つ
む
が
。
　
　
　
メ
コ
p
戸
　
℃
δ
写
σ
q
・
ω
悼
9

　
　
　
　
、
　
Ω
o
。
。
。
ぐ
ρ
ひ
ミ
レ
鍵
団
ω
ε
f
．
男
。
欝
●
H
回
●
器
8
p
　
　
o
。
●

　
　
　
　
一
占
簿
．
旨
）
δ
貯
⑳
●
い
D
ひ
．

　
　
　
　
六
、
法
（
、
／
モ
ス
）
の
意
暖

　
元
來
人
間
の
定
め
た
法
は
8
客
m
ヨ
。
ω
ビ
言
っ
た
○
ド
ラ

コ
ン
の
法
の
如
き
は
そ
れ
で
あ
り
（
－
）
ア
テ
ナ
イ
の
大
官

に
臼
富
魯
ご
昏
。
蕊
こ
か
ふ
は
此
の
法
の
保
謹
者
の
謂
ひ
で

あ
る
Q
之
は
6
置
戸
2
昆
建
て
る
こ
い
ふ
曇
見
悪
か
ら
涙
生
す
・

る
。
入
間
の
制
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
礎
宜
な
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
策
凶
號
　
　
　
五
二
、
　
（
五
七
〇
）

り
、
從
っ
て
民
族
に
よ
り
國
家
に
よ
り
そ
れ
く
の
特
色

ご
憂
化
ε
が
豫
想
さ
れ
る
。
（
。
・
）

　
又
乞
。
臼
8
も
法
ご
爾
せ
ら
れ
る
が
、
ヘ
シ
ォ
ド
ス
に

よ
る
ご
、
ク
ワ
ノ
ス
が
入
の
π
め
に
署
○
ヨ
易
を
制
定
し

淀
も
の
で
あ
る
。
之
よ
り
入
間
に
は
正
義
が
あ
り
、
鳥
獣

魚
介
に
は
正
義
が
な
く
、
た
め
に
禽
獣
は
相
食
む
ご
い
っ

て
居
る
。
（
．
。
）
累
。
ヨ
8
は
堵
①
B
α
即
ち
分
つ
ご
い
ふ
言
葉

か
ら
野
生
し
た
も
の
で
、
入
山
が
禽
獣
ご
涯
別
さ
る
、
所

以
の
意
志
で
あ
る
。
帥
ち
乞
8
δ
ω
は
神
の
定
め
た
法
で

あ
を
ε
同
時
に
、
人
類
全
射
に
射
す
る
掟
で
あ
る
。
普
遍

的
で
あ
る
ご
共
に
恒
常
な
る
規
範
で
あ
っ
元
。

　
然
る
に
ソ
官
ン
以
後
人
間
の
定
め
た
法
律
を
も
宴
9
5
9

ご
潔
し
た
○
（
4
）
値
常
不
墾
の
法
ご
し
て
の
累
。
ヨ
9
が
憂

化
不
定
の
法
国
。
ω
ヨ
○
ω
ご
同
じ
意
昧
に
使
用
さ
る
、
事
に

な
っ
た
。
か
く
て
目
毎
ω
騨
が
本
義
、
始
原
、
要
素
恒
常
を

意
味
す
る
に
封
し
て
、
三
〇
ヨ
8
は
、
便
宜
、
約
束
を
意
昧

す
る
に
到
っ
た
。



　
か
、
る
便
宜
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
た
る
法
は
、
容
易
に

破
棄
し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
キ
タ
イ
の
賢
者
ア
ナ
カ

ル
シ
ス
は
、
ジ
官
ン
が
立
法
を
試
み
た
時
に
、
そ
の
無
品

な
事
を
ソ
ロ
ン
に
告
げ
た
O

　
　
「
か
Σ
る
法
に
よ
っ
て
、
市
民
の
貧
慾
ざ
不
正
ご
を
制
し
得
る

　
ご
す
る
は
謬
見
で
あ
る
。
か
・
る
法
は
蜘
蛛
の
集
の
如
き
も
の

　
で
、
偶
々
之
に
牽
引
さ
る
、
者
は
、
少
弱
な
る
者
に
留
ま
り
、

　
早
大
な
る
考
は
破
り
去
る
で
あ
．
ら
う
」

と
言
っ
て
居
る
。
（
5
）
之
に
遣
し
て
ン
ロ
ン
は
「
法
を
守
る

事
が
双
方
に
利
猛
で
あ
る
間
は
守
ら
る
べ
し
」
ご
答
へ
て

居
る
。
（
5
）
　
　
調

　
入
の
定
め
た
る
法
は
…
箪
な
る
約
束
で
あ
り
、
便
宜
に
す

ぎ
な
い
ざ
い
ふ
槻
念
は
、
ギ
リ
シ
ア
に
於
て
は
早
く
か
ら

存
在
し
て
居
た
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
稀
有
な
も
の
で
は

な
い
。
五
世
紀
に
入
っ
て
は
、
へ
皿
ド
ト
ス
の
記
述
し
だ

…
榛
な
詠
い
、
比
較
的
な
、
風
俗
更
料
が
出
で
て
、
野
々
か

、
る
裏
芸
を
強
か
ら
し
め
た
こ
考
へ
ら
れ
る
。

　
　
　
第
十
ご
巷
　
研
究
　
ソ
フ
ィ
ス
ト
ぜ
其
の
晴
代
（
下
）

　
人
爲
の
法
ご
雄
も
、
そ
れ
が
自
然
の
法
ご
癒
閉
せ
ざ
る

限
り
は
問
題
で
は
な
い
。
然
し
入
の
定
め
た
法
の
中
に
は

自
然
の
入
情
ご
矛
盾
す
る
も
の
も
あ
る
べ
く
、
或
は
時
代

ご
共
に
移
り
え
ざ
る
も
の
も
あ
る
べ
く
、
マ
〈
或
は
、
種
々

の
私
意
を
混
交
し
て
監
事
改
正
さ
れ
た
る
も
の
も
あ
る
で

あ
ら
う
。
か
く
の
如
き
法
は
宜
し
く
改
正
す
べ
き
で
あ

り
實
際
改
正
を
経
た
も
の
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　
師
ち
ソ
フ
オ
ク
レ
ス
の
作
ア
ン
ヂ
ブ
．
矛
に
は
、
弟
ボ
ソ

ニ
〆
ス
の
死
骸
を
葬
る
に
國
禁
を
犯
し
て
居
る
。
骨
肉
の

幡
…
は
、
人
の
掟
を
以
て
如
何
こ
も
取
締
り
え
ざ
る
を
示
す

も
の
で
あ
る
○
或
は
1
3
ラ
コ
ン
法
の
如
き
は
時
代
に
適
せ

ざ
る
も
の
瘡
し
て
改
正
さ
れ
て
居
り
。
（
6
）
又
僧
主
ピ
シ

ス
ト
ラ
ト
ス
が
、
宮
己
を
中
心
黒
し
て
ソ
ジ
ソ
法
を
改
め

た
る
如
き
は
第
三
の
例
で
あ
る
。

　
既
の
故
に
、
人
の
作
製
せ
る
法
は
、
恒
常
不
愛
の
も
の

で
は
な
く
、
時
宜
に
よ
っ
て
は
獲
革
を
免
れ
な
い
筈
で
あ

る
。
乞
。
ヨ
8
の
継
威
は
斯
に
輕
か
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
五
三
　
　
（
五
七
一
）



　
　
　
第
十
ご
巻
　
研
究
　
ソ
フ
イ
ス
塾
ミ
其
の
噂
代
（
下
）

あ
る
。
ヒ
ツ
ピ
ァ
ス
は
曰
く
、

　
「
法
を
作
っ
た
そ
の
人
蓬
が
、
屡
々
之
を
拒
否
し
、
鎚
璽
を
さ

　
へ
す
る
も
の
を
、
然
る
を
、
法
を
以
て
，
叉
之
に
從
ふ
事
を
以

　
て
絶
雪
避
に
重
要
な
事
だ
ご
は
、
誰
が
想
像
し
得
る
か
」
（
7
）

ご
。
漆
の
樺
威
に
關
す
る
赤
裸
々
な
る
反
抗
で
あ
る
。

　
（
譲
）

　
　
一
・
》
岳
霞
鉱
β
卜
鋳
8
p
5
コ
団
。
簗
。
す
圃
一
目
●
　
ド
図
窪
。
唱
げ
8
り
「

　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
蜜
。
葺
9
囲
く
．
轟
吻
ゆ
。
・
π
耳
遡
【
μ
胸
6
パ
π
鼻
雲
首
憲
㊦
勢
哩

　
　
　
　
価
♪
断
G
酌
嵩
露
営
p
。
・
．
π
難
壁
禦
㊦
一
露
舜
9
価
．
が
学
期

　
　
　
　
創
パ
繭
が
。
　
駅
．
媛
艶
。
粂
同
。
お
p
ミ
ひ
一
い
腰
○
。
　
曲
≧
翼
o
ρ

　
　
　
　
≧
劉
℃
o
ビ
圃
伽
H
●
髭
三
三
。
互
の
9
g
o
ω
・
　
　
鉢
　
鳶
　
、

　
　
　
　
o
．
箏
　
　
⑦
・
、
・
、
o
・
回
聴
　
　
“
・
×
巳
弓
｝
回
9
ポ
竃
。
彰
．
目
く
・

　
　
　
　
融
点
H
争

　
　
　
　
七
．
法
の
威
腿

　
人
の
定
め
た
法
は
恒
常
で
も
な
く
野
点
鍵
で
も
な
い
。

　
五
世
紀
の
ギ
リ
シ
ア
二
面
で
は
窓
際
、
法
を
か
く
鶴
じ

か
く
取
扱
つ
た
か
Q
吾
々
の
図
答
は
否
定
的
で
あ
る
。

　
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
が
、
凡
べ
て
の
人
間
の
法
は
紳
の
法

か
ら
登
流
す
る
ご
い
っ
て
居
る
襟
に
（
王
）
法
の
下
生
を
帥

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
五
四
　
　
（
五
七
二
）

に
回
す
る
ど
い
ふ
事
は
抑
も
何
を
意
企
す
る
か
。
ジ
ク
川

ゴ
ス
に
於
て
も
、
ソ
ロ
ソ
に
於
て
も
、
立
法
の
窮
業
は
紳

に
閣
係
せ
し
め
ら
れ
る
。
此
の
阯
會
心
理
的
事
實
は
，
ピ

ヨ
ー
ル
マ
ン
も
い
へ
る
如
く
、
法
の
欝
欝
に
謝
す
る
稚
拙

な
る
信
仰
の
顯
れ
で
あ
る
。
（
。
・
）
法
が
魁
會
生
活
に
働
き

か
け
る
方
の
強
大
な
る
事
が
、
や
が
て
之
を
淋
乃
至
國
家

に
露
せ
ら
る
、
所
以
で
あ
る
。
か
く
て
國
権
は
國
法
の
形

に
於
い
て
民
族
生
活
の
褒
展
を
左
右
し
得
る
も
の
ご
考
へ

お
れ
π
。
「
法
は
人
間
生
活
を
よ
く
す
る
だ
ら
う
」
ε
デ
モ

ク
ソ
ト
ス
は
い
っ
て
居
る
（
の
、
）
プ
ラ
ト
ン
達
が
、
理
想
國

の
建
設
に
先
づ
法
を
建
て
ん
ご
す
る
動
機
も
亦
、
一
つ
に

は
此
の
信
念
に
出
登
す
る
。

　
　
「
吾
々
は
自
由
民
で
あ
っ
て
而
も
自
由
で
は
な
い
。
、
法
は
之
を

　
支
酎
す
る
主
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
臣
下
か
ら
畏
怖
さ
れ
る
事
ペ

　
ル
シ
や
王
の
如
し
。
」

ご
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
述
べ
て
居
る
。
（
4
）
「
法
は
市
の
王
」
で

あ
っ
だ
（
5
）
法
は
藁
筆
に
ご
つ
て
は
正
し
く
デ
ス
ボ
ッ
ト



で
あ
っ
た
。
而
し
て
法
は
か
、
る
威
力
を
持
つ
ご
同
時

に
、
王
ご
等
し
く
市
民
に
よ
っ
て
擁
護
さ
れ
π
。

　
法
は
た
ε
ひ
不
完
全
で
あ
っ
て
も
之
を
殿
損
し
え
ざ
る
國
は
法

r
が
完
備
し
て
居
て
も
カ
の
な
い
國
よ
り
は
蓬
か
に
好
調
子
に
あ

　
る
。

ε
考
へ
ら
れ
、
（
6
）
法
の
獲
革
は
出
來
得
る
限
り
之
を
行

は
ざ
る
を
良
し
ご
考
へ
た
の
で
あ
る
。

　
「
入
々
は
法
の
た
め
に
戦
ふ
事
、
猶
ほ
城
壁
の
た
め
に
戦
ふ
が

　
如
く
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」

ご
は
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
の
言
葉
で
あ
る
（
7
）
此
の
言
葉
に

現
は
れ
た
る
精
紳
は
、
法
が
一
旦
成
立
し
た
る
以
上
は
、

之
を
死
守
す
べ
く
之
を
破
壊
せ
ん
こ
す
る
カ
に
は
極
力
反

抗
す
べ
き
も
の
で
あ
る
事
を
意
味
す
る
。
法
は
一
つ
の
強

力
で
あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
批
判
ご
反
抗
と
を
拒
否
す
る
も

の
な
り
ご
い
ふ
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
法
は
、
或
意
昧

で
は
登
展
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
保
守
的
な
も
の

で
あ
る
。
ス
ト
ロ
ー
ム
の
言
を
借
り
れ
ば
、
法
は
生
命
で

　
　
　
第
十
ご
谷
　
　
研
　
究
　
　
ソ
フ
イ
ス
｝
ビ
耽
ハ
の
聯
代
（
下
）

は
な
く
、
そ
の
形
膿
を
以
て
終
始
す
る
所
の
調
和
で
あ

る
。
（
8
）

　
法
の
強
制
は
電
な
る
理
論
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。
法
の

名
の
下
に
幾
多
の
慶
制
が
加
へ
ら
れ
た
。
例
へ
ば
、

　
1
、
オ
ス
ト
ラ
キ
ス
モ
ス
に
は
抗
辮
が
許
さ
れ
な
い
。

ア
ク
ナ
イ
人
に
ご
つ
て
は
騨
昏
凱
ρ
（
市
民
た
る
の
名
番
を

奪
は
る
、
事
）
が
、
死
に
も
匹
敵
す
る
程
の
最
大
苦
痛
で

あ
っ
た
事
を
思
へ
ば
、
オ
ス
ト
ラ
キ
ス
モ
ス
は
、
何
こ
い

ふ
人
権
の
躁
欄
で
あ
っ
た
ら
う
か
。
　
　
　
　
，

　
2
、
四
〇
六
年
、
ア
ル
ギ
ヌ
サ
イ
沖
の
海
戦
に
、
味
方

の
死
騰
温
容
の
任
を
果
た
さ
な
か
っ
た
こ
い
ふ
の
で
、
將

軍
全
膿
は
、
各
個
人
に
つ
い
て
審
問
調
査
さ
る
、
事
な
・
＼

一
括
し
て
有
罪
が
宣
告
さ
れ
た
の
で
あ
っ
だ
。
實
に
法
の

…
横
暴
で
あ
っ
た
。
（
9
）

　
3
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
裁
鋼
に
見
る
如
く
、
少
数
の
市
民

の
み
の
墾
與
す
る
裁
鋼
に
、
死
刑
を
宣
告
さ
れ
て
ム
）
控
訴

す
る
事
は
許
さ
れ
て
な
い
。
軍
に
法
の
不
備
ご
の
み
言
ふ

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
五
五
　
　
（
五
七
三
）



　
　
　
第
十
二
鰹
魯
　
　
研
　
嬬
押
　
　
ヅ
ブ
イ
・
ス
｝
定
畿
ハ
の
瞬
コ
代
（
下
）

事
は
出
額
な
か
ら
う
Q
そ
れ
に
よ
っ
て
蒙
る
市
民
の
不
幸

は
同
情
に
値
す
る
。

　
入
営
の
法
が
必
ず
し
も
恒
常
で
は
な
い
に
も
關
ら
す
、

法
の
名
の
下
に
幾
多
の
干
天
が
加
え
ら
れ
た
。
ア
タ
ナ
イ

人
の
功
勢
者
に
し
て
、
市
民
の
忘
恩
の
た
め
に
、
法
の
名

に
於
て
、
晩
節
の
傷
け
ら
れ
た
る
事
は
歴
史
的
に
著
し
き

事
實
で
あ
る
○
（
Q
五
）

　
　
「
人
、
々
が
國
家
に
封
ず
る
、
多
く
の
貢
献
の
後
、
彼
等
は
不
潔

　
に
も
減
び
ね
ば
な
ら
な
い
。
」

ご
浮
せ
ら
れ
た
。
（
1
1
）
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
自
分
が
か
・
る
不

運
な
る
被
害
者
の
最
後
で
あ
ら
う
ご
い
ふ
懸
念
は
毛
頭
な

い
ご
、
皮
肉
を
言
っ
て
居
る
。
（
2
1
）

　
そ
れ
は
果
し
て
市
民
に
ご
つ
て
、
殊
に
脅
己
の
カ
に
目

醒
め
た
る
市
民
に
ご
つ
て
耐
え
総
べ
き
事
で
あ
ら
う
か
。

反
抗
が
豫
期
さ
る
べ
き
事
で
は
な
か
ら
う
か
。
況
し
て
や

法
が
不
養
な
も
の
で
な
い
な
ら
ば
。

　
（
註
）

Rhqq几

態
・

　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
五
山
ハ
　
　
（
五
七
四
）

嵩
。
晃
皆
ぎ
3
費
同
訟
・
　
　
め
・
男
警
ぎ
嘗
～
U
M
o
｝
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μ
門
…
ε
σ
Q
o

（
ざ
ψ
乙
Q
o
N
三
冨
諺
霧
一
昌
国
戸
鍾
。
ヨ
・
　
（
嵩
鼓
●
N
Φ
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玉
鴇
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曾
切
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O
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）
o
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ζ
ぎ
ω
管
い
躯
Q
◎
　
典
跨
巽
。
象
卿
●
＜
悶
囲
○
争

罷
纂
§
”
硲
ヨ
零
訟
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鐸
ぢ
ひ
　
　
⑱
　
8
穿
H
ぐ
象
曾
ω
目
員
0
3
回

H
目
。
羅
H
臨
。
躍
畠
蹄
●
轟
轟
　
　
◎
◎
噂
　
o
Q
け
吋
。
げ
讐
蘭
b
o
琶
o
m
＝
・
竃
。
昌
錠
。
ダ

ω
．
図
。
．
　
　
　
q
∋
●
　
諺
二
。
・
8
『
》
葺
．
唇
一
．
o
ω
劇
．
同
図
窪
。
覧
さ
【
謂

目
ゆ
｝
す
高
台
ミ
’
歪
梁
。
円
ポ
》
宮
ご
σ
q
置
9
3
い
　
　
　
一
〇
．
　
混
三
貧
。
ダ

目
路
翼
翼
。
回
血
霧
専
一
お
・
　
　
一
一
・
醤
3
σ
q
o
薦
㌶
切
頃
お

、
3
0
ざ
㈹
．
悼
◎
◎
・

八
、

　
ソ
フ
ィ
ス
ト
の
豪
者
に
ε
つ
て
は
、

の
滋
徳
ご
考
へ
ら
れ
た
。

は
、
不
法
を
加
ふ
る
よ
り
も
よ
b
大
な
る
悪
で
あ
）
、

り
大
な
る
恥
辱
で
あ
る
ビ
唱
へ
た
○
パ
ー
）

　
王
法
は
入
梅
に
出
つ
る
も
の
で
、
恒
常
で
な
い
の
み
な

ら
す
、
そ
れ
が
不
法
を
加
ふ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
當

然
之
は
破
壊
し
て
掩
い
○
否
、
宜
し
く
か
、
る
國
法
は
破

棄
す
べ
き
で
あ
る
こ
い
ふ
Q

法
の
否
定
ご
主
我
主
義
ご
都
市

國
家
の
破
壊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
は
屈
辱
、
隷
薦

　
　
　
　
カ
ソ
ク
レ
ス
は
、
不
法
を
蒙
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ



　
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
は
曰
く
、

　
眞
の
愛
國
者
ミ
は
、
不
當
に
國
を
追
は
れ
た
る
時
に
、
そ
の
國

　
の
攻
撃
を
差
控
え
る
者
の
謂
で
は
な
い
。
熱
き
情
熱
を
以
て
、

　
手
段
を
問
は
す
、
之
を
恢
復
せ
ん
く
」
求
む
る
者
で
あ
る
。

ε
。
（
・
）
不
當
に
國
を
追
は
る
れ
ば
反
抗
す
る
。
そ
こ
に

は
ソ
フ
ィ
ス
ト
的
國
法
否
認
の
宣
言
が
認
め
得
る
。
彼
の

言
葉
に
は
、
又
極
端
な
る
主
我
主
義
が
あ
り
、
組
國
，
へ
の

愛
は
影
を
没
し
て
居
る
。
都
市
國
家
は
没
落
し
た
ご
謂
っ

て
好
い
。
ソ
ブ
イ
ス
｝
の
思
想
ご
共
に
滅
び
た
ε
い
っ
て

、
、
o
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
、

し　
正
し
く
生
き
ん
こ
す
れ
ば
、
出
來
得
る
限
り
、
そ
の
慾

望
を
満
足
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
之
こ
そ
自
然
の
正

義
で
あ
り
海
之
こ
そ
奪
貴
な
事
で
あ
る
ご
、
ソ
フ
ィ
ス
ト

は
絶
叫
す
る
の
で
あ
っ
た
つ
（
。
。
）
民
主
政
治
末
期
の
入
塾

が
、
法
に
呪
縛
さ
れ
た
都
市
生
活
の
破
綻
を
算
す
る
時
、

良
ら
ほ
ご
ば
し
る
本
能
の
叫
び
聲
で
は
な
い
か
。
愛
回
心

の
代
り
に
強
き
自
我
が
あ
る
。
ソ
フ
ィ
ス
ト
の
思
想
に
糠

　
　
　
第
十
二
巷
　
研
究
　
ソ
フ
ィ
ス
ト
定
奨
の
時
代
（
下
）

れ
ば
個
人
は
國
家
以
上
に
儂
値
づ
け
ら
れ
る
。
市
民
生
活

の
目
的
ご
個
．
人
生
活
の
目
的
ご
は
全
く
分
離
し
た
。

　
慾
望
な
き
者
が
黒
蝿
で
あ
る
ご
す
る
な
ら
ば
、
木
石
、

死
人
が
最
も
幸
編
で
あ
ら
う
ご
ソ
フ
ィ
ス
ト
は
い
ふ
○
（
3
）

望
む
所
は
喉
自
己
の
満
足
で
あ
っ
た
。
ボ
イ
オ
チ
ア
の
入

プ
ロ
ク
セ
ノ
ス
は
、
幼
時
よ
り
大
事
を
志
し
ゴ
ル
ギ
ァ
ス

に
就
い
て
學
ん
だ
。
そ
の
志
す
所
は
人
を
支
配
し
名
ご
カ

ε
富
ご
を
得
る
に
あ
っ
た
事
は
嘗
っ
て
述
べ
た
。
（
4
）
ラ

ッ
テ
ソ
ァ
の
謀
反
ノ
ソ
も
亦
、
富
ご
支
配
力
ご
名
ビ
を
望

ん
だ
。
（
5
）
富
ご
カ
ご
名
ご
、
そ
れ
は
常
時
最
も
希
求
さ

れ
た
所
で
あ
っ
た
。
而
し
て
ゴ
ル
ギ
ァ
ス
を
始
め
こ
し

て
、
ソ
フ
ィ
ス
ト
が
、
時
代
の
求
む
る
も
の
を
與
へ
個
性

の
自
畳
客
亭
に
資
す
る
所
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
然
し
乍
ら

そ
の
求
む
る
所
は
、
富
ご
カ
と
名
ご
、
唯
そ
れ
の
み
で
あ

っ
た
。
集
團
的
生
活
に
つ
い
て
は
何
等
の
考
慮
が
致
さ
れ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
メ
ノ
ン
の
如
き
は
、
目
的
の
た
め

に
は
手
段
を
も
撰
ぱ
な
か
っ
た
。
ハ
6
）
國
法
否
定
、
國
樺

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
五
七
　
　
（
五
七
五
）



　
　
　
第
十
二
巻
’
　
研
　
究
　
　
ソ
ブ
イ
ス
き
定
其
の
瞳
代
（
下
）

無
視
の
主
我
主
義
は
唯
自
己
の
慾
望
の
充
足
に
の
み
没
頭

し
た
。

　
デ
モ
ク
リ
ト
ス
獣
、
「
法
は
各
人
が
他
人
を
葺
け
な
け
れ

ば
、
自
己
の
信
念
に
從
っ
て
生
活
す
る
事
を
妨
げ
な
い
」

ビ
い
っ
て
居
る
が
、
（
7
）
ソ
フ
ィ
ス
ト
に
よ
っ
て
登
展
さ

せ
ら
れ
た
る
個
入
的
な
人
世
槻
は
、
最
早
、
人
を
し
て
法

の
圏
内
に
は
留
ま
ら
し
め
な
い
。
生
き
ん
が
た
め
に
は
法

を
も
躁
欄
す
る
。
、
カ
は
正
蓑
で
あ
り
、
法
は
強
制
し
得
る

限
り
に
於
い
て
．
カ
で
あ
る
こ
い
ふ
ト
ラ
ジ
マ
コ
ス
の
思

想
も
出
現
し
て
理
る
。
法
は
ソ
フ
ィ
ス
ト
に
ご
つ
て
は
、

軍
に
溝
極
的
受
動
的
意
味
し
か
も
た
な
い
。
彼
等
に
は
プ

ラ
ト
ン
の
理
想
ε
す
る
如
き
法
に
よ
る
國
の
建
設
な
ご
こ

い
ふ
創
造
的
嫁
意
義
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
國
法
否
定
か

ら
出
登
し
て
慾
望
満
足
の
主
我
主
義
に
到
達
し
た
ソ
フ
ィ

ス
ト
は
、
反
謝
に
又
慾
望
満
足
の
生
蜜
主
義
か
ら
國
樫
の

無
親
芋
法
否
認
の
源
に
還
っ
た
。
國
法
の
否
定
ご
、
都
市

國
家
の
否
認
ε
、
．
主
我
主
義
こ
の
三
つ
は
二
分
し
難
き
一

　
　
　
　
　
　
　
駕
一
煕
號
　
　
　
　
五
八
　
　
　
（
五
七
六
）

つ
の
循
環
で
あ
っ
た
○

　
ソ
フ
ィ
ス
ト
に
ご
つ
て
、
よ
り
正
し
く
生
き
る
事
は
、

自
然
に
從
ふ
生
活
で
あ
っ
だ
。
精
聯
的
に
は
主
我
的
で
あ

り
、
肉
膿
的
に
は
都
市
生
活
を
必
要
こ
し
な
い
。
後
の
デ

イ
オ
ゲ
ネ
ス
の
如
き
巷
。
洋
。
。
。
都
市
否
定
の
生
活
さ
へ
生

れ
て
來
る
。
（
8
）
法
の
人
爲
の
故
に
殊
に
法
の
不
法
の
故

に
之
を
無
毒
せ
ん
ご
す
る
傾
向
は
極
端
な
る
主
我
主
義
を

件
ひ
都
市
画
家
の
危
機
を
誘
致
し
た
。
ソ
フ
ィ
ス
ト
は
此

の
意
味
に
於
て
り
。
濠
の
破
二
者
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
此

の
場
合
忌
寸
の
事
實
も
亦
眞
で
あ
っ
た
。
都
市
國
家
の

自
ら
な
る
血
膿
は
法
の
威
力
を
失
ひ
自
我
の
超
梁
に
任
せ

た
の
で
あ
っ
た
。
ア
テ
ナ
イ
の
民
主
政
治
の
…
勢
の
赴
く
所

都
市
國
家
の
破
壊
こ
な
り
個
人
の
欝
己
満
足
ご
な
っ
た
。

ソ
フ
ィ
ス
ト
出
で
す
ご
も
、
何
人
か
よ
く
か
く
成
り
行
く

を
防
ぎ
え
た
で
あ
ら
う
か
、
麗
國
に
限
り
な
き
愛
着
を
捧

ぐ
る
ン
ク
ラ
ス
さ
へ
も
が
、
常
時
の
ア
テ
ナ
イ
に
於
て

は
、
唐
己
保
全
の
た
め
に
は
、
私
的
生
活
に
入
る
べ
く
、



公
生
活
は
宜
し
く
捨
つ
べ
き
で
あ
る
ご
慨
歎
し
て
居
る
で

は
な
い
か
。
（
9
）
ソ
フ
イ
ス
レ
の
み
が
、
此
の
傾
向
の
煽

動
者
こ
し
て
責
任
を
負
ふ
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。
寧
ろ
彼

等
は
時
代
の
代
辮
者
と
言
っ
た
方
が
、
よ
り
似
つ
か
は
し

く
は
な
か
ら
う
か
。

　
（
註
）一

・
m
．

“

崔
3
Ω
o
お
㌶
。
。
轟
。
◎
鵠
一
二
Q
Q
軒
　
　
　
鱒
・
　
目
り
乱
受
創
三
∩
ω
＜
H
．
紹
・

歪
碁
σ
。
o
お
艦
お
n
●
　
恥
卿
　
曽
諮
（
B
．
欝
戯
り
　
㎝
・
×
2
0
℃
プ
9
ポ

》
部
島
器
冨
H
H
ひ
●
恥
葭
。
　
　
ζ
腎
‘
　
、
　
、
　
H
H
ひ
吻
暫
同
ー
ミ
．

U
o
ヨ
。
渉
ユ
δ
。
。
紫
曾
い
轟
ひ
　
　
　
c
o
．
　
b
づ
一
賃
9
魯
翌
攣
い
　
Q
ユ
o
o
試
8
剛
δ

図
巳
ヨ
お
0
8
匿
畠
8
H
H
H
・
p
ω
G
Q
ρ
一
U
δ
鴨
器
。
。
党
鋤
子
。
募
一
畳
暑

｛“

r
学
愚
占
噛
μ
酌
（
、
厨
・
灘
π
赫
ρ
ハ
♂
〉
丙
π
轡
§
凶
薗
凛
高
晒
が

が
〉
♂
（
酔
醸
製
酪
罵
π
葡
q
が
〉
づ
累
累
智
、
も
↓
μ
o
命
㊦
〉
酌

【
盈
該
互
捧
－
層
。
葺
＄
凌
丙
ぐ
浜
6
　
0
●
包
p
仲
・
巷
2
0
堕
ω
O
一
ω
ゆ
・

九
、
ソ
フ
ィ
ス
ト
ご
ン
ク
ラ
ク
ス

　
ソ
フ
ィ
ス
ト
の
強
烈
な
る
主
我
主
義
に
甥
し
て
、
及
び

そ
の
論
理
的
必
然
な
る
都
市
生
活
否
定
に
欝
し
て
、
ソ
ク

ラ
タ
ス
は
反
関
し
た
。

　
「
過
度
な
る
臼
由
は
、
個
人
に
於
て
も
國
家
に
於
て
も
、
過
度

　
　
　
第
十
二
巷
　
　
研
　
究
　
〉
ソ
フ
イ
ス
ト
ミ
其
の
暗
代
（
下
）

　
な
る
隷
属
に
隠
れ
る
も
の
で
あ
る
し

こ
す
る
。
（
・
）
彼
の
上
国
に
は
節
制
が
力
説
さ
れ
る
。
（
。
μ
）

証
會
生
活
が
、
人
問
性
の
必
然
よ
り
生
す
る
ご
な
す
以

上
（
3
）
下
家
を
離
れ
て
は
個
人
存
在
の
意
義
も
滅
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
「
入
は
本
來
政
治
的
な
る
も
の
」
ご
い
ふ

親
黙
よ
り
す
れ
ば
、
團
膿
生
活
、
政
治
生
活
は
、
人
間
の

負
ふ
べ
き
運
命
で
あ
る
。
入
は
唯
生
き
る
の
で
は
な
い
。

入
が
生
き
る
ε
は
、
よ
り
高
貴
な
る
生
活
を
生
き
る
事
で

あ
る
。
人
は
そ
の
た
め
に
都
市
生
活
を
望
む
の
で
あ
る
ρ

而
し
て
そ
の
証
會
生
活
の
規
範
が
法
で
あ
る
な
ら
ば
、
法

は
入
間
生
活
の
創
造
の
指
針
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
就

會
生
活
を
讐
む
人
間
に
ご
つ
て
は
、
法
の
遵
奉
は
自
明
の

義
務
で
あ
る
。
之
が
ソ
フ
ィ
ス
ト
反
樹
者
の
立
場
で
あ
っ

た
。　
縫
ひ
不
正
が
加
へ
ら
れ
よ
う
ε
も
、
法
の
名
の
下
に
行

は
る
、
な
ら
ば
之
に
殉
せ
ん
ご
す
る
の
が
ソ
ク
ラ
テ
ス
で

あ
る
へ
4
）
法
に
從
は
す
他
國
に
逃
れ
て
は
、
何
の
顔
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
五
九
　
　
（
五
七
七
）



　
　
　
第
十
二
巷
　
研
究
　
・
ソ
シ
イ
ス
ト
ミ
其
の
時
代
（
下
）

て
道
が
説
き
え
よ
う
，
法
の
違
犯
者
を
許
容
す
る
國
に
法

は
な
い
。
法
の
な
い
國
を
誰
が
喜
ぶ
も
の
ぞ
（
5
）
そ
れ
が

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
立
場
で
あ
る
。

　
之
に
甥
し
て
，
ソ
フ
ィ
ス
ト
は
、
不
法
を
蒙
る
は
不
法

を
加
ふ
る
よ
り
庵
よ
り
大
な
る
悪
で
あ
り
よ
り
大
な
る
恥

辱
な
り
こ
す
る
。
（
6
）
又
法
の
適
用
は
國
を
逃
る
れ
ば
免

れ
得
る
こ
す
る
。
9
）

　
諭
脱
型
生
活
を
基
準
ご
す
る
が
故
に
ソ
ク
ラ
“
グ
ス
は
法
を

論
里
謂
督
す
る
。
法
は
、
ソ
ク
ラ
タ
ス
に
ご
つ
て
は
、
元
ご
ひ

そ
れ
が
舌
風
で
あ
り
灌
宜
の
約
束
で
あ
ら
う
ご
も
、
そ
れ

は
市
民
を
正
ご
善
ご
に
導
く
所
以
で
あ
っ
た
。
（
8
）
法
は

人
間
生
活
に
向
っ
て
、
そ
れ
が
最
高
償
値
を
襲
激
す
べ
き
、

能
動
的
な
意
義
を
持
つ
。
法
の
躁
欄
は
、
人
閥
生
活
の
逡

展
を
破
壊
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
入
々
が
、
よ
り
よ
き

市
民
た
る
た
め
に
は
、
法
は
死
守
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

法
に
つ
い
て
は
傳
統
的
解
繹
に
從
ふ
者
で
あ
っ
た
。

　
又
ン
シ
イ
ス
ト
は
、
他
を
支
配
す
る
事
を
敷
へ
る
こ
い

　
　
　
　
　
　
策
服
閏
號
　
　
　
　
山
ハ
○
　
　
　
（
五
七
入
）

ふ
。
彼
等
に
は
服
從
の
義
務
は
説
か
れ
な
い
。
カ
あ
る
者

は
法
の
圏
内
に
留
ま
る
を
要
し
な
い
し
、
四
座
さ
る
、
者

は
、
唯
膚
己
の
拙
き
カ
を
卿
つ
他
は
な
い
。
支
配
餉
…
な
自

己
の
慾
望
の
み
が
着
眼
さ
れ
る
。

　
然
し
ソ
ク
ラ
プ
ス
に
ご
つ
て
は
服
從
は
重
大
な
る
徳
で

あ
っ
た
。
入
に
も
あ
れ
勲
月
に
も
あ
れ
、
優
れ
た
る
者
に
從
、

は
ぬ
事
、
そ
れ
は
悪
に
し
て
且
つ
恥
辱
で
あ
っ
た
。
（
9
）
同

時
に
叉
支
配
者
は
証
會
生
活
の
目
的
を
理
解
す
る
者
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
支
配
蒋
ご
は
輩
に
笏
を
持
つ
者
を
言

ふ
に
も
あ
ら
す
、
抽
籔
さ
れ
た
る
潜
を
い
ふ
の
で
も
な
い
。

支
配
す
る
事
を
知
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
（
◎
夏
）

政
治
生
活
の
意
鶉
を
知
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個

性
登
揮
も
就
曾
生
活
の
た
め
で
あ
り
、
擁
壁
生
活
を
離
れ

て
個
人
は
な
い
。

　
熱
感
を
守
る
ン
ク
ラ
・
7
ス
の
立
場
は
、
都
市
國
家
の
維

持
ご
登
展
ご
に
寄
與
す
る
所
は
あ
っ
π
で
あ
ら
う
。
然
し

そ
の
立
場
は
偉
大
な
る
讐
。
9
§
ε
ヨ
の
批
評
家
を
し
て



結
局
鷺
O
畠
窪
貯
ヨ
を
脱
却
す
る
を
得
ざ
ら
し
め
π
o
．

　
ノ
フ
イ
ス
ト
が
個
性
の
癖
畳
ビ
登
擢
ご
を
説
く
は
好
い

然
し
個
性
が
肚
會
生
活
に
向
っ
て
有
す
る
閣
聯
を
無
視
し

た
G
個
人
的
努
力
の
積
集
が
、
集
静
的
生
活
に
卑
し
て
、

如
何
に
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る
か
。
夫
を
彼
等
は
知
ら

な
か
っ
た
○
ペ
ソ
ク
レ
ス
時
代
の
帯
解
た
る
文
化
は
、
個

人
的
努
力
の
輝
か
し
く
も
積
集
さ
れ
た
る
實
例
で
あ
る
。

ソ
フ
ィ
ス
ト
は
恐
ら
く
夫
を
、
軍
に
個
性
実
現
の
結
果
こ

の
み
見
た
で
あ
ら
う
。
歴
史
の
産
ん
だ
…
過
去
の
堆
積
は
彼

等
の
評
慣
か
ら
は
取
残
さ
れ
て
居
た
。
ペ
フ
ク
レ
ス
に
封

ず
る
賞
讃
ご
批
難
の
論
孚
を
通
し
て
、
（
H
）
そ
こ
に
彼
等

ご
ソ
ク
ラ
ラ
ス
こ
の
間
の
歴
史
に
謝
す
る
立
場
の
相
蓮
が

み
え
る
。
法
が
人
の
作
爲
に
出
で
よ
う
こ
も
、
そ
こ
に
は

同
じ
く
晴
代
が
潜
ん
で
居
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を

ソ
フ
ィ
ス
ト
は
鉦
描
滞
…
す
る
。

　
法
に
樹
す
る
翻
転
を
顧
み
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
幕
吏
三

重
素
義
に
立
つ
ε
言
ひ
得
る
な
ら
ば
、
ソ
フ
ィ
ス
ト
は
反

　
　
　
第
十
ご
巷
　
　
研
瀞
究
　
　
ソ
フ
イ
ス
｝
ミ
其
の
噂
代
（
下
）

歴
更
主
義
の
立
場
に
立
つ
ご
言
ひ
得
る
。
ソ
フ
ィ
ス
ト
の

此
の
歴
史
否
定
の
立
場
が
、
都
市
國
家
に
ε
っ
て
如
何
に

破
壊
的
で
あ
っ
だ
か
。
そ
れ
は
既
に
一
言
し
た
所
で
あ
っ

て
更
に
之
を
縷
説
す
る
必
要
も
あ
る
ま
い
Q

　
傳
統
を
守
る
ソ
ク
ラ
ヲ
ス
の
立
場
は
、
都
市
墨
家
の
維

持
ビ
登
展
ご
に
野
里
す
る
所
は
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
然
し
、

そ
の
保
守
的
な
立
場
は
び
q
浄
2
＠
旨
鳶
の
偉
大
な
る
批
評

家
を
し
て
、
結
局
σ
q
膏
。
滞
簿
⊆
3
を
脱
却
す
る
を
え
ざ
ら

し
め
た
の
で
あ
っ
た
。
反
歴
史
的
な
ソ
フ
ィ
ス
ト
の
毅
説

は
、
都
市
國
家
の
破
壊
を
誘
致
し
た
に
は
相
等
な
い
。
然

し
之
ご
同
時
に
、
都
市
國
家
に
俘
ふ
迷
妄
を
も
併
せ
て
打

破
し
去
っ
た
事
は
大
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
は
帥
ち
σ
q
器
9
Ω
首
B
の
破
壌
で
あ
っ
た
。

　
ソ
フ
イ
ス
ド
の
ア
川
キ
ダ
マ
ス
は
ゴ
ル
ギ
ァ
ス
の
弟
子

で
あ
る
Q
彼
は
言
ふ
。
紳
は
凡
て
を
自
由
に
あ
ら
し
め
た
。

虜
然
は
足
入
を
も
奴
隷
に
し
な
か
っ
た
こ
。
（
2
Z
）
之
は
ヒ

ッ
ピ
ァ
ス
が
、
旨
然
に
よ
れ
ば
吾
々
は
皆
岡
胞
市
民
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
六
一
　
（
五
七
九
）



　
　
　
第
＋
二
巻
　
研
究
　
ソ
フ
イ
ス
ト
ミ
其
の
確
代
（
下
）

る
ご
呼
び
か
け
で
居
る
の
ぜ
、
同
じ
精
紳
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
斯
に
ソ
フ
イ
ス
峯
が
下
冷
を
無
親
す
”
Q
ギ
リ
シ

ア
主
義
を
超
回
す
る
立
脚
地
が
表
現
さ
れ
て
居
る
。

　
か
〉
る
人
間
的
な
、
二
等
の
思
想
が
、
可
成
流
布
し
て

居
た
事
は
ア
ソ
ス
至
プ
レ
ス
に
見
え
る
。
（
6
δ
1
）

　
　
「
他
の
者
は
言
ふ
。
主
入
が
奴
隷
を
支
鷹
す
る
は
自
然
に
反
す

　
る
。
奴
隷
隔
し
主
入
ミ
の
別
は
唯
々
法
に
よ
つ
て
の
み
存
し
、
自

　
然
に
よ
ら
な
い
。
『
由
然
』
に
干
渉
す
る
事
は
不
正
で
あ
る
ω

ご
。
是
れ
ソ
フ
ィ
ス
ト
者
流
の
見
解
を
指
し
た
も
の
こ
思

は
れ
る
。
「
完
全
な
る
家
は
、
自
由
民
ご
奴
隷
こ
よ
り
成

る
」
（
2
王
）
ご
い
ふ
垂
統
的
な
考
へ
方
よ
り
論
ず
れ
ば
、
㌃
奴

隷
ご
自
由
民
こ
の
別
を
無
視
せ
ん
ご
す
る
者
は
、
正
に
、

ギ
ソ
シ
ァ
の
都
市
國
家
の
秩
序
の
破
壊
者
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
か
、
る
思
索
の
傾
向
は
、
然
し
乍
ら
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時

代
の
世
界
思
想
の
根
元
で
あ
り
、
キ
ニ
ク
涙
、
ス
ト
ア
派

の
説
く
所
の
「
自
然
洪
」
の
源
流
ご
目
す
べ
き
で
め
る
っ

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
六
二
　
　
（
五
入
0
）

實
に
鵬
誉
。
ぎ
琴
§
の
久
し
き
因
襲
よ
り
の
解
放
を
億
味

す
る
◎
斯
に
ソ
フ
ィ
ス
ト
の
絶
大
な
る
功
獄
が
あ
る
。

　
（
註
）

　
　
一
・
罷
3
乙
。
貯
9
ρ
〈
目
H
噛
い
ひ
轟
．
　
　
ψ
　
賭
窪
名
ぎ
ギ
駕
9
き
吋
・
H
〈
・

　
　
　
　
い
等
　
　
購
●
罠
3
Q
。
冨
段
戸
鴇
ρ
　
　
幽
．
鳶
　
疑
巴
同
p
§

　
　
　
　
娠
。
一
鴇
●
　
軌
．
　
、
”
3
橋
●
　
①
・
＄
張
（
一
）
鐸
・
σ
q
。
蔭
恥
。
。
〉

　
　
　
　
蘭
・
二
二
9
｝
ソ
8
（
望
涛
⑦
二
μ
鞍
が
）
　
G
。
・
》
【
鼓
。
琶
。
詔
弓
。
午

　
　
　
　
自
。
織
く
目
9
溶
。
。
o
戸
鵬
蚕
　
　
①
■
髭
p
【
g
騨
｝
贈
H
o
σ
q
・
3
・

　
　
δ
．
姥
。
ぎ
℃
ぎ
＝
蟻
導
臼
軍
H
H
目
◎
寒
ω
…
H
o
●
　
　
譜
・
H
、
冥
・
σ
q
o
円
σ
q
・

　
　
　
　
鬼
簿
1
い
a
　
　
一
b
。
●
図
p
。
韓
u
σ
q
①
u
・
ρ
二
亀
。
口
花
影
霧
咽
温
・
。
。
奉

　
　
一
帆
・
　
〉
二
。
・
8
『
憎
。
副
ρ
H
・
H
戯
9
2
一
）
・

　
　
　
　
一
〇
、
結
　
　
　
論

　
之
を
要
す
る
に
、
乞
○
ヨ
8
否
定
の
ソ
フ
ィ
ス
ト
の
立

場
は
、
ペ
ル
シ
ア
戦
後
、
民
衆
が
三
乗
蓼
獲
得
せ
ん
こ
す

る
頃
、
換
言
す
れ
ば
、
民
圭
的
な
る
立
法
が
奮
法
に
代
ら

ん
こ
せ
る
時
代
に
は
、
未
だ
完
全
な
る
地
歩
を
占
め
な
か

っ
た
新
し
き
市
民
に
ご
つ
て
は
、
極
め
て
都
合
よ
き
代
回

忌
こ
し
て
、
又
糟
導
者
こ
し
て
、
働
き
え
た
で
あ
ら
う
。

　
　
「
吾
々
死
す
べ
き
人
間
は
．
，
他
の
諸
の
學
問
に
つ
い
て
、
何
を



苦
ん
で
研
究
す
る
ぞ
。
そ
れ
よ
り
は
寧
ろ
人
を
設
得
す
る
術
を

研
究
せ
よ
。
そ
れ
は
實
に
唯
一
の
、
人
類
の
支
配
者
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
を
孜
々
、
こ
し
て
死
に
到
る
ま
で
行
ひ
、
之
に
は
束

修
を
挑
ひ
、
以
て
人
を
説
服
し
、
粂
ね
て
、
之
に
よ
っ
て
目
的

を
達
し
得
る
で
は
な
い
か
。
」

ご
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
は
語
っ
て
居
る
（
－
）
や
が
て
そ
の
思
想

が
ペ
フ
ク
レ
ス
時
代
の
政
治
論
に
滲
透
し
た
事
も
ッ
キ
デ

イ
デ
ス
八
方
の
中
に
明
か
で
あ
る
。

　
然
し
乍
ら
一
旦
民
主
政
治
が
根
祇
を
据
え
て
型
が
固
定

す
る
に
及
ん
で
は
、
師
ち
王
な
る
民
衆
山
①
ヨ
。
ω
欝
鑓
葛
。
ω

ご
呼
ば
る
、
如
く
、
多
数
を
侍
む
民
衆
が
、
法
の
名
の
下

に
塵
制
を
行
は
ん
ε
す
る
や
、
國
法
否
定
の
相
謝
圭
義
に

立
つ
ソ
フ
，
4
ス
ト
の
立
場
は
、
甚
し
く
不
利
な
る
地
位
に

お
か
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
π
。
新
し
さ
を
追
ふ
者
ε
し
て

青
年
を
毒
す
る
も
の
ざ
し
て
正
邪
の
匠
別
を
無
調
す
る
者

ご
し
て
、
否
難
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
況
し
て

五
世
紀
最
後
の
十
年
に
お
け
る
復
右
的
精
紳
横
溢
し
、
民
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究
　
ソ
フ
イ
ス
｝
ミ
其
の
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代
（
下
）

主
音
も
寡
頭
派
も
、
父
租
の
法
℃
弩
闘
。
の
団
。
藁
①
冨
を
復
活

せ
ん
ご
企
圖
す
る
時
に
於
て
は
、
超
歴
史
的
主
、
張
を
持
つ

ソ
フ
ィ
ス
ト
者
流
は
、
恐
ら
く
ソ
ク
ラ
グ
ス
同
様
人
民
の

敵
鵠
臨
ω
O
畠
O
ヨ
O
ω
ご
田
心
学
さ
れ
T
た
に
相
出
遅
な
い
0
　
ソ
ク
ラ
ー
プ

ス
の
刑
せ
ら
れ
た
時
に
は
ソ
フ
ィ
ス
ト
な
る
ソ
ク
ク
ブ
ス

を
倒
し
た
ε
い
ふ
讃
美
の
歌
が
あ
ら
は
れ
て
居
る
。
（
。
一
）

　
彼
等
の
敷
へ
た
相
謝
主
義
は
、
直
々
に
新
た
な
る
見
方

を
寂
へ
て
叫
時
は
人
心
の
奥
底
に
透
徹
す
る
か
ご
思
は
れ

た
が
、
（
．
。
）
も
ろ
く
も
反
動
時
代
に
顛
へ
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
徒
ら
に
薔
信
念
を
破
卸
し
去
っ
た
に
過
ぎ
な
い
で
、

新
な
る
建
設
は
次
の
時
代
に
委
ね
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

然
し
乍
ら
牢
乎
こ
し
て
抜
き
難
き
、
σ
q
鼠
。
昏
昏
g
ヨ
の
信
條

を
破
壊
し
た
事
は
ア
リ
ス
ト
ヲ
レ
ス
に
到
る
ま
で
の
批
評

家
が
な
ほ
未
だ
ギ
ソ
シ
ァ
的
偏
見
よ
り
脱
し
き
れ
な
い
の

に
勢
照
し
て
極
め
て
注
目
す
べ
き
業
績
で
あ
っ
た
。

　
彼
等
の
思
索
の
傾
向
は
、
當
初
、
自
然
界
の
考
察
よ
り

入
間
の
疵
會
に
向
ひ
、
鉢
物
の
箕
和
よ
り
も
實
生
活
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
山
鯨
三
　
　
　
（
五
八
一
）
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適
用
を
事
こ
し
た
。
ギ
リ
シ
ア
入
の
生
活
が
政
治
生
活
ビ

き
り
離
さ
れ
な
か
っ
た
如
く
、
彼
等
の
敷
説
も
政
治
論
に

他
な
ら
な
か
っ
た
Q
彼
等
は
入
の
法
を
否
定
す
る
け
れ
ざ

も
、
之
に
講
義
し
て
、
正
義
に
つ
き
、
徳
に
つ
き
論
及
す

る
所
が
あ
っ
た
。
殊
に
プ
医
療
ゴ
ラ
ス
の
説
に
よ
れ
ば
、

正
義
ご
差
文
（
爵
奪
）
ビ
は
政
治
生
活
の
普
遍
的
な
心
的
要

素
ご
し
て
、
他
の
道
徳
以
上
に
便
値
づ
け
ら
れ
て
居
る
。

ソ
ロ
ン
以
來
政
治
學
論
の
曙
光
を
み
穴
ギ
フ
シ
ヤ
の
政
治

思
想
界
は
、
彼
等
に
託
て
一
段
の
飛
躍
を
示
し
だ
。
徳
、

正
義
に
つ
き
、
從
っ
て
國
家
に
つ
い
て
の
論
述
を
、
全
然

歴
史
ご
傳
統
ご
に
よ
ら
す
、
純
理
釣
に
企
秘
し
た
事
は
、

彼
等
に
始
ま
る
ご
言
ふ
べ
き
で
あ
う
。
そ
の
相
甥
的
見
方

を
薮
へ
た
事
ご
共
に
、
彼
等
の
功
績
は
又
不
朽
で
あ
る
。

　
徳
並
び
に
正
義
の
本
質
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
固
よ
り

乱
世
術
を
本
冒
ご
す
る
ソ
フ
ィ
ス
ト
の
本
読
の
臼
的
で
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
而
も
正
義
の
性
質
を
明
か
に
す

る
た
め
に
、
胤
會
の
起
源
論
に
遡
り
、
政
治
生
活
の
意
義
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號
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を
明
か
に
先
ご
し
た
の
で
あ
る
。
之
は
四
世
紀
の
理
想
國

家
論
の
考
察
へ
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
ハ
4
）
四
世
紀
に
は

宮
然
凶
事
に
つ
い
て
の
相
異
な
る
二
つ
の
立
場
か
ら
、
種

々
の
理
想
町
家
論
が
出
だ
。
彼
等
が
漱
説
は
、
現
實
の
政

治
に
要
話
す
る
両
説
法
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
に

そ
れ
は
、
在
る
べ
き
政
治
へ
の
進
田
ご
な
っ
た
。
殊
に
好

ん
で
討
論
を
用
ひ
た
事
は
、
政
治
論
の
反
欝
學
説
の
出
現

を
早
め
た
。
吾
々
は
リ
コ
フ
“
ン
（
5
）
の
如
き
肚
會
契
約

説
を
産
み
出
し
た
事
以
上
に
、
彼
等
の
與
へ
た
数
多
の
刺

戟
の
深
大
な
る
を
思
ふ
Q
デ
ュ
ム
ラ
ー
が
、
ソ
フ
ィ
ス
ト
は

最
初
よ
り
理
想
論
家
論
を
試
み
た
こ
言
っ
た
の
は
（
6
）
多

少
の
誇
張
だ
と
吾
々
は
思
惟
す
る
潜
で
あ
る
。
け
れ
ご

も
、
ア
ラ
ナ
イ
の
政
禮
を
以
て
全
ギ
ソ
シ
ヤ
の
模
範
だ
こ

考
へ
た
迷
妄
は
彼
等
の
辮
謹
に
よ
っ
て
破
ら
れ
、
各
種
理

想
國
家
論
出
現
の
導
火
線
ご
な
っ
た
意
義
を
十
分
理
解
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
の
激
説
か
ら
は
、
個
人
的
な
、
富
己
の



快
苦
の
情
を
出
獲
黙
こ
す
る
キ
レ
ナ
イ
カ
學
派
を
産
ん

だ
Q
ゴ
ル
ダ
、
ア
ス
、
ヒ
ッ
ピ
ァ
ス
の
澱
設
か
ら
は
、
虚
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

的
な
、
然
し
普
遍
的
な
、
自
然
を
認
め
た
る
キ
ニ
ク
派
が

．
派
生
し
た
。
否
、
彼
等
を
極
力
批
難
し
た
プ
ラ
ト
ン
さ
へ

も
そ
の
理
想
國
家
論
に
は
多
大
の
反
封
を
含
み
つ
、
も
な

ほ
ソ
フ
ィ
ス
ト
的
思
想
に
暗
示
さ
れ
る
ご
は
、
何
こ
い
ふ

皮
肉
で
あ
ら
う
か
。
（
7
）
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